
ひとびとの豊かさあふれる優しさの街 おんじゅく

令和６年３月

第６８号

御宿 町社協

福祉
おんじゅく

バスハイクによる会食が再開【ふれあい会食会】

新型コロナウイルスの影響で、開催を休止していた【ふれあい会食会】ですが、３月１５

日に鴨川方面へのバスハイクによる会食会を実施しました。

日頃生活している範囲では顔を合わせる機会が少ない御宿町なので、ひとり暮らし高齢者

の仲間づくりも目的のひとつですが、この日は会話も弾み楽しい一日となりました。

関連記事は８Ｐ



社
会
福
祉
協
議
会
は
社
会
福
祉
法
に

基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ

り
、
地
方
自
治
法
で
い
う
行
政
と
し
て

の
執
行
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
的
か
つ
公
益
的
立
場
で
福
祉
事

業
を
行
う
こ
と
か
ら
町
の
組
織
と
間
違

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
民
間
の
社

会
福
祉
法
人
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

都
道
府
県
、
市
区
町
村
で
、
地
域
に
暮

ら
す
み
な
さ
ん
の
ほ
か
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
・
社
会
福

祉
法
人
等
の
社
会
福
祉
関
係
者
、
保
健

・
医
療
・
教
育
な
ど
関
係
機
関
の
参
加

・
協
力
の
も
と
、
地
域
の
人
び
と
が
住

み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生
活
す
る

こ
と
の
で
き
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
を
め
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
市
町
村
社
協
の
活
動

住
民
の
皆
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
も
身

近
な
地
域
で
活
動
し
て
い
る
の
が
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
町
村
社
協
）

で
、
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
協
が
地
域
の
特
性

地
域
に
必
要
な
活
動
と
地
域
の
力

御
宿
の
社
協
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
踏
ま
え
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
独
自

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
そ
の
地

域
に
、
そ
の
と
き
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

や
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
課
題

解
決
に
取
り
組
む
組
織
な
の
で
、
市
町

村
に
よ
り
活
動
が
違
う
の
が
社
協
の
特

徴
で
す
。

御
宿
の
特
徴
に
沿
っ
た
活
動

御
宿
町
で
は
、
高
齢
者
の
割
合
が
多

い
特
徴
か
ら
、
高
齢
者
の
課
題
を
中
心

に
、
ま
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
の
特
徴
を

活
か
し
て
、
一
人
一
人
の
顔
が
見
え
る

寄
り
添
い
型
の
支
援
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

近
年
で
は
、
ど
こ
で
お
き
て
も
お
か

し
く
な
い
災
害
に
対
応
で
き
る
組
織
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
ど
も

が
少
な
い
中
、
不
安
を
持
ち
な
が
ら
子

育
て
を
す
る
と
い
う
課
題
が
明
ら
か
に

な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

自
分
も
豊
か
に
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

地
域
に
あ
っ
た
福
祉
の
町
づ
く
り
に

大
切
な
の
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
地
域
や
社
会
を
よ
り

よ
く
し
て
い
く
こ
と
に
役
立
つ
と
と
も

に
、
活
動
す
る
自
分
自
身
も
豊
か
に
し

て
く
れ
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
一
人
一

人
が
、
そ
の
と
き
に
必
要
と
思
う
活
動

を
自
分
の
意
思
で
行
う
こ
と
で
、
自
分

も
楽
し
め
、
豊
か
に
な
る
活
動
で
す
。

御
宿
町
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ほ
と
ん
ど
が
、
自
由
な
発
想
で
、
自

分
た
ち
の
得
意
な
こ
と
を
自
分
た
ち
の

方
法
で
地
域
や
社
会
に
役
立
つ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
し
、
社
協
と
一
緒
に
活

動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
、

担
当
す
る
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
発
想
で

よ
り
豊
か
な
活
動
に
し
て
い
ま
す
。

被
災
時
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
る

近
年
の
災
害
は
大
型
化
し
て
い

て
、
広
範
囲
に
被
害
が
出
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

千
葉
県
で
令
和
元
年
の
房
総
半

島
台
風
の
被
害
な
ど
、
市
町
村
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
を
身
近

な
物
と
し
て
と
ら
え
対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
う
え
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
日

頃
か
ら
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

被
災
時
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
他
に
も
被
災
さ
れ
た
住

民
の
困
り
ご
と
の
相
談
や
生
活
再

建
の
お
手
伝
い
な
ど
様
々
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

御
宿
町
で
ど
の
よ
う

な

体

制

が

良

い

の

か
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
話
し
合
い
、
体
制

を
整
え
て
ゆ
く
予
定

で
す
。



困
り
ご
と
の
お
手
伝
い

御
宿
台
ゴ
ミ
出
し
支
援

御
宿
台
区
で
試
行
中

様
々
な
生
活
で
の
困
り
ご
と
を
助
け

合
い
な
が
ら
解
決
す
る
事
を
目
指
し
て

「
お
手
伝
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
御
宿
台
区
で
ゴ
ミ
出
し
に

お
困
り
の
方
へ
の
支
援
限
定
で
試
行
中

で
す
。

利
用
者
募
集
中

御
宿
台
に
お
住
ま
い
で
、
身
体
的
な

理
由
な
ど
で
美
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

ゴ
ミ
を
出
し
に
行
け
な
い
方
を
対
象
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ゴ
ミ
出
し
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
御
宿
台
区
の
民
生
委
員

又
は
、
事
務
局
（
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ま
で
。

町
内
全
域
で
の
活
動
に
向
け
て

今
後
は
地
域
で
の
困
り
ご
と
に
対
応

す
る
た
め
「
お
手
伝
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
町

内
全
域
で
実
施
で
き
る

よ
う
に
、
地
域
で
の
困

り
ご
と
を
調
査
中
で
す
。

交
流
サ
ロ
ン
「
か
ぐ
や
」
を
拠
点

に
活
動
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
か
ぐ
や

ア
ミ
ー
ゴ
」
は
、

de

子
供
服
の
交
換
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

活
動
の
ひ
と
つ
に
「
子
ど
も
が
い
る

世
帯
へ
の
訪
問
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
、
節
分
に
は
鬼
が
、
子
ど
も
の

い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
子
ど
も
や
家

族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
緒
に
ひ
と

と
つ
の
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

子
育
て
か
ら
つ
な
が
る
地
域

御
宿
だ
か
ら
で
き
る
子
育
て
を
目
指
し
て

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
鬼
、
訪
問
ス

タ
ッ
フ
と
な
る
の
は
、
か
ぐ
や
de

ア
ミ
ー
ゴ
の
活
動
に
賛
同
し
協
力

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
で
、
高
校
生
か
ら
五
十
歳
代

ま
で
年
齢
も
様
々
で
す
が
、
当
日

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
。

一
緒
に
、
御
宿
の
子
育
て
を
考

え
る
仲
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

御
宿
町
の
特
徴
と
な
り
つ
つ
あ

る
、
こ
れ
ら
の
訪
問
事
業
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
経
験
を
活
か

し
て
、
御
宿
だ
か
ら
で
き
る
子
育

て
を
御
宿
の
魅
力
に
で
き
な
い
か

と
の
意
見
も
出
て
い
ま
す
。



御
宿
町
で
の
支
え
合
い
基
盤
と
し
て

令
和
五
年
度
社
協
会
費
の
使
わ
れ
方

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
基
盤
と
し
て

社
協
広
報
「
福
祉
お
ん
じ
ゅ
く
」
を

発
行
し
、
御
宿
町
の
地
域
福
祉
の
情
報

発
信
を
す
る
と
と
も
に
、
被
災
な
ど
特

別
な
福
祉
活
動
に
備
え
て
の
環
境
作
り

に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
づ
く
り
事
業
サ
ー
ビ
ス
区
分
】

二
十
三
万
六
千
円

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
と
し
て

「
心
配
ご
と
相
談
所
」
や
「
紙
お
む

つ
配
布
事
業
」
な
ど
町
社
協
独
自
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
三
十
六
万
一
千

円
「
さ
わ
や
か
配
食
」
や
「
ほ
っ
と
サ

ロ
ン
」
な
ど
の
補
助
事
業
の
一
部
と
し

て
七
万
三
千
円

【
在
宅
福
祉
事
業
サ
ー
ビ
ス
区
分
】

四
十
三
万
四
千
円

受
託
や
配
分
事
業
の
円
滑
な
運
営

御
宿
町
で
行
わ
れ
る
、
受
託
事
業
や

共
同
募
金
配
分
事
業
を
円
滑
に
実
施
す

る
た
め
の
費
用
と
し
て
。

【
共
同
募
金
配
分
事
業
サ
ー
ビ
ス
区
分
】

八
万
八
千
九
百
円

地
域
福
祉
の
費
用
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の
団
体

活
動
へ
の
支
援
や
地
区
社
協
へ
の
配
分

な
ど
、
地
域
の
中
で
の
支
え
合
い
活
動

の
費
用
と
し
て

【
地
域
事
業
サ
ー
ビ
ス
区
分
】

十
九
万
一
千
円

令和５年度赤十字社資募集

皆様にご協力いただきました、御宿町での令和

５年度の赤十字一般社資募集は８０６，７５１円

となりました。

ご協力ありがとうございました。

ご協力いただきました募金は、赤十字活動

に使用させていただきます。

赤十字法人募金

１１月に、御宿町赤十字奉仕団の皆さんによ

る法人募金活動が実施されました。

法人募金は、一般社資募集とは別に町内の法

人や商店などの皆様にご協力をいただくもので、

令和５年度は総額２３０，５００

円のご協力をいただきました。

ありがとうございました。

令和５年度

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい共同募金

本年度の赤い羽根共同募金は９００，１３３円

の実績を持って終了しました。

ご協力いただきました募金は千葉県共同募金

会を通じ、約６０％が御宿町の地域福祉活動に

配分されます。

歳末たすけあい募金は６３３，５６６円のご協

力をいただき下記に使用させていただきました。

ご協力ありがとうございました。

令和５年度の歳末たすけあい運動
○ひとり暮らし高齢者への友愛訪問 ２６２件

○寝たきりの方への友愛訪問 ３件

○児童館でのクリスマス会 １件

○サンタクロース訪問 ４２件

○低所得世帯への歳末配分 １０件

○歳末特別配食（さわやか配食にて） ４１件

○ひとり暮らし又は高齢者のみの

世帯への年末大掃除のお手伝い ８件

○在宅介護支援 ８件



笑
顔
で
自
立
し
た
地
域
生
活
を

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
は
、
日

常
生
活
を
送
る
う
え
で
、
十
分
な
判
断

が
で
き
な
い
方
や
、
身
体
の
自
由
が
き

か
な
い
方
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
支
援
計
画
に
基
づ
い
て

生
活
支
援
員
が
定
期
的
に
訪
問
し
、
必

要
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

や
預
貯
金
の
出
し
入
れ
、
支
払
代
行
を

す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

ૣ
ක
१
␗
অ
५
॑
਍
ੱ
ख
थ
ਹ
৷
द
ऌ
ॊ

े
अ
प
उ
ু
஫
ः
॑
ख
ऽ
घ
␔

＜
例
え
ば
＞

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
、
や

め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
一
緒
に
考

え
な
が
ら
手
続
き
を
し
ま
す
。

財
産
管
理
サ
ー
ビ
ス

൐
঩
भ
ථ
ै
ख
प
ಳ
ऊ
च
ऩ
ः
उ
স
भ
ল

ख
ো
ो
॑
उ
ু
஫
ः
ख
ऽ
घ
␔

＜
例
え
ば
＞

●
医
療
費
、
税
金
、
公
共
料
金
等
を

支
払
う
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
あ
な
た
の
通
帳
か
ら
生
活
に
必
要

な
お
金
を
払
い
出
し
て
お
渡
し
し
ま

す
。ま

た
、
預
け
入
れ
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

財
産
保
全
サ
ー
ビ
ス

প
જ
ऩ
છ
థ
ृ
ഀ
༓
ऩ
न
॑
उ
౲
ऊ
ॉ

ख
ऽ
घ
␔

＜
お
預
か
り
で
き
る
も
の
＞

●
年
金
証
書
、
預
貯
金
通
帳
、
不
動

産
権
利
証
書
、
契
約
書
類

●
実
印
、
銀
行
印

●
そ
の
他
社
会
福
祉
協
議
会
が
適
当

と
認
め
た
書
類

※
財
産
保
全
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
ご
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
宝
石
、
骨
董
品
、
貴
金
属

類
、
株
券
、
有
価
証
券
な
ど
は
お
預

か
り
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

町
社
協
（
5
六
八
－
六
七
二
五
ま
で
）

経
験
を
生
か
し
た
生
き
が
い

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
と
は
高
齢

者
の
み
な
さ
ん
が
地
域
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
身
に

つ
け
た
技
術
や
経
験
を
使
っ
て
地
域

に
貢
献
で
き
る
御
宿
町
独
自
の
事
業

で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
の
活
動

現
在
の
シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
登

録
者
は
、
三
十
二
人(

男
性
二
十
七

人
、
女
性
五
人
）
で
す
。

令
和
五
年
度
は
、
一
月
末
ま
で
の

作
業
件
数
三
百
八
十
三
件
で
、
定
期

的
な
依
頼
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

内
容
は
草
刈
り
、
草
取
り
、
植
木

の
手
入
れ
、
農
作
業
、
ば
ど
が
増
え

て
い
ま
す
。

会
員
募
集
中
で
す

作
業
依
頼
が
増
え
て
く
る
に
つ

れ
、
作
業
を
開
始
す
る
ま
で
待
っ
て

い
た
だ
く
場
合
や
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
も
出
て
き
ま
し
た
。

ご
依
頼
に
添
え
る
よ
う
、
作
業
を

し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中
で

す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

専
門
の
業
者
に
依
頼
す
る
ほ
ど
で

も
な
い
け
ど
自
分
で
は
で
き
な
い
作

業
、
忙
し
く
て
な
か
な
か
手
を
付
け

ら
れ
な
い
作
業
な
ど
シ
ル
バ
ー
人
材

バ
ン
ク
に
依
頼
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
今
ま
で
培

っ
て
き
た
技
術
や
経
験
を
生
か
し
丁

寧
に
作
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
作
業
は
可
能
な
の
か
等
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、

（
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八
－
六
七
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シルバー人材バンク

主な作業料金

・草刈り １時間 １，３００円

(機械持ち込み)

・草取り １時間 １，０５０円

・植木の手入れ

１時間 １，２７０円



施設整備等による収支

収 入 0円
支 出 0円

施設整備等収支差額 0円

その他の活動による収支

収 入 15,846,300円

積立資産取崩収 3,763,020円

その他の活動による収 11,846,300円

支 出 2,070,900円

積立資産支出 371,000円

その他の支出 1,700,400円

その他の活動収支差額 13,537,4200円

当期資金収支差額 △520,061円

令和４年度の社協活動状況

御宿町社会福祉協議会は、地域に根付いた福祉活動のため、御宿町の特色を生かし

た事業実施など柔軟に対応し、社協らしくより効果的な運営を目指しています。

事業活動による収支

収 入 47,830,615円

会費収入 983,515円

寄付金収入 148,974円

経常経費補助金収入 27,845,915円

受託金収入 3,118,100円

貸付事業収入 80,000円

事業収入 7,000円

介護保険事業収入 8,455,290円

受取利息配当収入 96円

その他の収入 7,191,725円

支 出 61,888,096円

人件費支出 52,632,092円

事業費支出 4,547,440円

事務費支出 3,898,518円

貸付事業支出 140,000円

助成金支出 560,046円

負担金支出 110,000円

事業活動収支差額 △14,057,481円

資金収支決算（法人全体）

事業の利用状況

ふれあい会食会 中 止

さわやか配食 延べ３５８人

男の料理教室 中 止

ほっとサロン ８７人

ボランティア活動状況
さわやか配食 ６０人

ほっとサロン １１０人

その他 延べ８６３人

貸付事業の実施状況

福祉資金

（国保高額療養費の９割貸付）

・貸付 ０件 0円

・償還 ０件 0円

善意銀行

（最高60,000円までの小口貸付）

・貸付 １件 140,000円

・償還 ２件 90,000円

事業の実施状況

心配ごと相談所 月２回

ふれあい会食会 中 止

さわやか配食 年１０回

男の料理教室 中 止

ほっとサロン １３回

地域福祉センター 延べ1,260人

見守り訪問 延べ８１人

シルバー人材バンク １５０件

介護保険事業

居宅介護支援 延べ６７８人



風
の
た
よ
り

令
和
五
年
度
は
休
止
し
て

い
た
社
協
の
活
動
が
再
開
と

な
っ
た
年
で
し
た
。

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
が
一
日
通

し
て
開
催
と
な
り
、
バ
ス
ハ

イ
ク
も
復
活
。
ふ
れ
あ
い
会

食
会
も
形
は
少
し
変
わ
り
ま

し
た
が
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
訪
問
や
節
分
の
鬼
の
訪

問
な
ど
新
し
い
展
開
も
あ
り

充
実
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

発

行

社
会
福
祉
法
人

御
宿
町
社
会
福
祉
協
議
会
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発
行
責
任
者

井
上
宙
丈

生活福祉資金貸付制度

町社会福祉協議会では、低所得者や高齢者、

障害者を対象とした資金の貸し付けととも

に、必要な援助指導を行うことにより安定し

た生活を送ることを目的とした、県社会福祉

協議会の貸付制度「生活福祉資金」の窓口業

務を行っています。

○貸付の種類

・総合支援資金 ・福祉資金

・不動産担保型生活資金

・教育資金 など

貸付に関するご相談は

地区民生委員又は

町社会福祉協議会

5６８－６７２５まで

障害者福祉会会員募集

町内の身体障害者手帳をお持ちの方、町身

体障害者福祉会に入会しませんか？

障害者福祉会は会員の福祉を目的に次のよ

うな活動をしています。

○会員の健康増進を目的とした軽スポーツ

○会員及び町内障害者のための視察研修会等

お問い合わせ及び入会申し込みは

町身体障害者福祉会事務局

5 ６８－６７２５ まで

老人クラブ会員募集
会員や町内の高齢者の福祉のために活動

している老人クラブですが、御宿町内に

は５つの単位老人クラブが様々な活動を

するとともに、町老人クラブ連合会主催

の事業に参加しています。

老人クラブの主な行事

○高齢者スポーツ大会

○老人クラブ県外研修

○高齢者囲碁将棋大会

○高齢者ふれあい学級

○環境美化活動 など

入会のお申し込みは

各区の単位老人クラブへ

お問い合わせは

町老人クラブ連合会事務局

5 ６８－６７２５ まで

心配ごと相談所

町社会福祉協議会では心配ごと

相談所を開設しています。

毎月2日、22日
（変更の場合有り）
９：００～１２：００

お問い合わせは
5 ６８－６７２５ まで



福祉ダイジェスト

子
ど
も
鬼
が
登
場

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

月
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
、

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
は
季
節
毎
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

二
月
、
節
分
の
月
で
も
あ

り
、
豆
ま
き
ゲ
ー
ム
な
ど
を

企
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
節

分
の
日
豆
ま
き
訪
問
で
活
躍

し
た
子
ど
も
鬼
も
登
場
。

か
わ
い
い
鬼
の
登
場
で
会

場
は
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

鴨
川
方
面
で
会
食

ふ
れ
あ
い
会
食
会

七
十
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
を
対
象
と
し
た
「
ふ

れ
あ
い
会
食
会
」
は
令
和
元

年
度
か
ら
事
業
を
中
止
し
て

い
ま
し
た
が
、
三
月
十
五
日

に
鴨
川
市
方
面
の
バ
ス
ハ
イ

ク
で
の
会
食
と
し
て
再
開
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
終
始
会
話
が
途

切
れ
ぬ
ほ
ど
、
賑
や
か
な
交

友
が
続
き
、
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
と
防
災
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

令
和
五
年
十
一
月
二
十
二

日
に
御
宿
町
役
場
大
会
議
室

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
リ
ソ
ー
シ
ン
グK

K

大
網
様
を
講
師
に
迎
え
【
静

脈
産
業
か
ら
見
た
環
境
防
災
】

を
テ
ー
マ
に
、
ガ
ラ
ス
製
品

の
リ
サ
イ
ク
ル
や
企
業
の
地

域
防
災
に
関
す
る
取
組
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
五
年
五
月
十
二
日
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
と
こ
ど
も
園
の
児

童
が
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

当
日
は
各
チ
ー
ム
に
分
か

れ
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
児

童
が
手
を
取
り
な
が
ら
競
技

に
参
加
し
、
交
流
の
を
深
め

ま
し
た
。


